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※エリクサーやまほろばの生き方に関心を寄せていただいている、医学博士であり
歌人でもある大星光史先生より、１月に続きお手紙をいただきました。歌人として
自然と共に生きる姿勢を貫き、以前から原発に異を唱え続けてきた先生の、魂から
のメッセージの様に感じました。裏面の記事と共にご紹介させていただきます。

大星光史：新潟県生まれ。東北大学卒、富山医科薬科大学退職、
医学博士、日本医史学会、現代俳句協会、日本歌人クラブ会員、
日本文芸研究会役員も務め、「大伴旅人」( 岩波書店）　「良寛と会
津八一」( 角川書店）　「日本文学と老荘神仙思想の研究」（桜楓社）、
「古代日本の生命倫理と疾病観」（思文閣）他　著作多数。


